
　　住宅用火災警報器を設置していて、大事に至らなかった事案が９件報告されています。

　　住宅火災（併用住宅、共同住宅を含む。）のうち、住宅用火災警報器が設置されていた件数は

　１０件でした。

　いで、「こんろ」１１件（うち天ぷら油６件、グリル１件）、「たき火」１１件でした。

(5) 住宅用火災警報器について

(4) 出火原因について

　　火災の発生を原因別にみると、「放火」２８件（放火の疑いを含む。）でトップを占め、次

　　死者は２人で、前年と比べ１０人減少しました。

　　死者の発生した火災の種別は、建物火災２人（いずれも住宅）でした。

　

(3) 死者について

　　本市における平成２２年中の火災は１２０件で、前年と比べ１４件減少しました。

(2) 損害額について

平成２２年中の火災概況

和歌山市消防局

(1) 火災件数について

　　損害額は２億４，９１６万１千円で、前年と比べ９，４７６万円増加しました。
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原因別火災発生状況

被災住宅における住宅用火災警報器等設置状況
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　　　　　　　状況
用途別
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※消防法第１７条による自動火災報知設備やスプリンクラー設備を設置する場合を除く。
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平成13年 １４年 １５年 １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年

交通事故 2,853 2,779 2,642 2,756 2,765 2,765 2,701 2,555 2,523 2,530

急　　病 7,242 7,720 8,321 9,005 9,699 10,301 10,620 9,955 10,560 11,180

総　　数 13,436 14,010 14,767 15,695 16,413 17,159 17,662 16,539 17,029 17,962

年　　別 昭和39年 40年 41年 42年 43年 44年 45年 46年 47年 48年

出場件数 1,373 1,871 2,355 2,879 3,635 4,138 5,040 5,876 6,202 6,235

年　　別 49年 50年 51年 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年

出場件数 6,725 6,590 7,112 7,250 7,236 7,560 7,916 8,204 8,490 8,805

年　　別 59年 60年 61年 62年 63年 平成元年 2年 3年 4年 5年

出場件数 8,647 9,214 8,660 8,758 9,008 9,173 9,890 9,596 9,705 9,891

年　　別 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年

出場件数 10,292 11,066 10,904 11,126 11,509 12,427 13,563

平成２２年中の救急統計

(1)　平成２２年中の救急出場概要

和歌山市消防局

　　ア　救急出場件数について

　　　　本市における平成２２年中の救急出場件数は、１７，９６２件で平成２１年中（１７，０２９

　　　　平成２２年中に救急車で医療機関に搬送された傷病者は１６，８３４人で、昨年と比べて８１

　　　８人増加しました。

　　　件）に比較して９３３件増加しました。

　　　　これは、１日平均４９．２件（平成２1年中は４６．７件）で、約２９分に１回の割合で出場

　　　したことになります。

　　イ　搬送人員について

　　　　これは、和歌山市民約２２人に１人が救急車で搬送されたことになります。

(3) 救急業務法制化以降の救急出場件数推移状況

(2) 過去１０年間の救急出場状況

　　　占めています。

　　ウ　救急事故種別出場状況について

　　　　救急事故種別ごとの出場状況を見ると、急病が１１，１８０件（６２．２％）、交通事故が

　　　２，５３０件（１４．1％）、一般負傷が２，３９６件（１３．３％）で全体の８９．６％を
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65歳以上

(6) 傷病程度別・年齢別搬送状況（搬送人員）

新生児 乳幼児 7～17歳 18～24歳 合　計45～54歳 55～64歳
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(5) 事故別出場件数　

年別

平成18年

平成19年

平成20年

平成21年
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133
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(4) 救急出場回数

合　計 17,962 16,594 1,368

11,180 10,398 782
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